
The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

ア レ ．・L・ギ ー 33（2 ），
112−ll6，1984 〔昭 59）

ダ ニ ア レ ル ギ ー 患者 と免疫 マ ウ ス の IgEに 結合す る

ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 抗原の 差違に つ い て

宮崎医科大学寄生虫学講座

阿部達也　　石井　明

Key　words ：　allergen 　
−

　DermatoPh‘agoides♪’（lron ．tssintcs

IgE・inducti蠅⊃n − −
Ilユite

（受付
「
12B 　6 日，1983）

緒　言

　気Ptg支喘息などの ア レ ル ギ ー
疾患 に屋内塵中 の ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ 類が重要な ア レ ル ゲ ソ と な る こ とが 言 わ れ て

久 し い
1）Z）．ダニア レ ル ギ ー

の 診断 と免疫療法 の た め に

ア レ ル ゲ ソ の 精製単離が 要望され るの は 当然 で あ る ．

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 類 の ア レ ル ゲ ン ｝二 関 し て は 特 に Der・

matoPhagoides 　Pteronyssinlrs（D ．p、） に つ い て 精製 が

進ん で い る
3川 ．我 々 も D．p．の ア レ ル ゲ ン の 精製を試 み

た
s；−1）．そ の 研究過程 で

，
D．p，粗抽 出 物を 水酸化 ア ル ミ

ニ ウ ム と と もに BALB ．fc マ ウ ス に腹腔注射す る と，ヒ

トの 主要 ア レ ル ゲ ン とは 異 な る 成 分 が マ ウ ス lgE を

強 く誘導す る こ と を見い 出 し，そ の 成分を 単離縞製 し

性質を明 らか に した
8）
．

　 ア レ ル ｝
”
　
一

の 研究 に お い て 最終的 に は ヒ トが 対象で

ある こ と は 言 うまで もな い ．し か し，lgE産 生 の 調節機

構 な どを調 べ る た め に も実験動物 モ デ ノL’が必要 とな

る．多数 の 抗原 成 分か ら成 る D．p．粗抽 出 物 な どをマ ウ

ス に 免疫し た 時 に ，IgE抗体を誘導す る 成分が ヒ ト の

主要 ア V ル ゲ γ とは 異 な る こ とは 留意す べ き問題を 含

ん で い る ．

　D ．p．粗抽出物を
一7 ウ ス に 免疫 し た 時 の IgE誘導成

分と ヒ VD ．p．ア レ ル ゲ ソ が異 な る 理 由は い くつ か 考

えられ た ，第 1に ，ア ジ a バ ン ト効果 を 含め た 感作方

法の 差で ある．ヒ ト で は 抗原 は 吸 入感作され て い るが，

マ ウ ス で は ア ジ ュパ γ ト と と も に 腹腔注射 さ れ た ．第

2 は，ヒ F と マ ウ ス の 遺伝子 の 違 い の た め に ，IgEを誘

Abbreviations； BSA 　bovine　serum 　 a ！bumin ；

D ．p．　Den ，uitoPhagoides 　　Pteronj尽sinzag；　ELISA

enzyme ・linked 　 immun 。s・rbent 　 assay ； PAC

passive　　cutaneous 　　anaphylaxis ；　pl　皇soelect −

ric　point；　RAST 　radioaUergosorbent 　test

導 し やす い 抗原 が異な る の か も しれ な い
9 〕。第 3は，体

内 に 入 る抗原の 成分 が もともと違 うの か もしれ な い ，

つ ま り，ヒ トに 吸入 され る D．p．ア レ ル ゲ ソ は ダ ニ 排泄

物
ゆ が 主 と考 えられ る が，マ ウ ス に 注射 した の は 溝造

タ ア パ ク を含む 全虫体抽出物 で あ る ．第 4 は， 3番 目

と関連があ る が，一
？ ウ ス に 免疫 し た 粗抽出物中の ヒ ト

ァ レ ル ゲ ン 量 が マ ウ ス に IgE を 誘導す る に は 不 足し

て い た 可能性があ る．

　筆者 らは す で に マ ウ ス IgE 誘導成分 （Dpl）は 分子量

17万 の 高分子 で あ る こ とを報告し て い る の で
S｝，今回

は こ の DpIを含 まず，　D ，p．ア レ ル ギ
ー
患者 プ ール 血 清

に 最 も強 く結合 す る成 分を含む　Sephacryl　S・200の 分

画 （Fr．HB ）を BALB ！c マ ウ ス に 免疫 し， ヒ トア レ ル

ゲ ソ が マ ウ ス に lgE を誘導で きる か ど うか の 可能性

を調 べ た ．

材料お よ び方法

　ダ ニ 抗原 の 抽 出 ．ダ ニ 抗 原 抽 出 液 は Kabasawa

and 　Ishiiの 方法
5 ，

に よ っ て 調製 し た．っ ま り，　 D．p．虫

体を飽 和食塩水 に よ り培地 か ら分離 し，
  ．12M ト リ

ス ・塩酸緩衝液 ， pll7 ．6中 で ホ モ ジ ナ イ ズ し た．それ

を6 GOOXg で 1時間超 遠心 し た 上清を糧抽出液 と し

た．

　D．p，抽 出物の ゲ ル 濾過 ： Sephacryl　S・200 （Phar・

macia ） に よ る粗抽出物 の ゲ ル 濾過 は 既報
e｝と 同様 に

行 っ た．約 1．6gの 粗抽 出物を 25ml の O．15M 食塩を含

むO．06M ト リ ス ・塩酸緩衝液，　 pH 　7，4に 溶か し，同緩

衝液で緩衝化され た Sephacryl　S・200（2．5 × 95cm）の

カ ラ ム に か けた ． 1 分画9．8ml ずつ を 集 め ，280nm の

吸光度 と radioallergosorbent 　test（RAST ） に よ る ヒ

＝
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　卜 IgE と の 結合活性を 測定 した ．ヒ ト IgE結合活性の

高 い 分 画 （Fr．　IIB） を 集 め
，

ダ イ ア フ P −
，　 UM −

10（Amicon ） に よ っ て 脱塩，濃縮 した．　 Sephadex　G−

75 （Pharmacia ） に よ る ゲ ル 濾 過 は 次 の よ う に 行 っ

た、Fr．　IIB（120mg ）を O．3M 食塩 を含む 0、01M リ ソ

酸緩衝液 ， pH 　6．9の 2m1 に 溶 か し
， 同溶液で 緩衝化 し

た ヵ ラ ム （1．6 × 66cm）に か けた．吸光度を 280nm で

モ ニ タ
ー（Uvicord　S，島津）す る と 同時 に ，分画 （2．6

ml ） を 集 め
， 偶 数分 画 の ヒ ト IgE と の 結合 活性 を

．enzymelinked 　immunosorbent 　assay （ELISA ） に よ

　り，
マ ウ ス lgE との それを passive　 cutaneous 　 ana −

phylaxis （PCA ） に よ り 測定 し た．標準 タ ソ パ ク

bovine　serum 　albumin 　（BSA ），　 ovalbumin ．　 a −

chymotrypsinogen 　A ，　 cytochrome 　C は い ずれ も

Sigma社 の 製品を使用 した ．

　 抗血清 の 調製 ：Ft 　IIB の 2μg と水酸化 ア ル ミ ニ ウ

ム 2mg を既 報
8〕に 準 じ て 5 週令の BALB ／c 雄 マ ウ ス

（静岡実験動物）6匹に腹腔注射 した ．注射 は 0 ， 3 ， 5，

9週 に 計 4 回行 い ，10週 目に 全採血 し血 清を プ ー一
ル し

た．ダ ニ ア レ ル ギ ー患者 血 清は 既報
8〕と 同

一
の もの で ，

D．p．特異 IgEの RAST ス コ ア が高 い 8 名の プ ー一ル 血

清を便用 し た ．

　 PCA 反 応 ；PCA 反 応 の 方 法 は Watanabe　 and

Ovaryll）に従 っ た ．　 SD ラ ッ ト （静岡実験 動物）皮内 に

抗 Fr．11Bマ ウ ス 血清 （0．05mD を注射 し， 4 時間後

王％Evans　blue一生食溶液lml を静注 し， そ の IO分後に

抗原溶液 （O．05ml）を皮内 の 同 じ位置 に 注射 した．抗

体価を求め る場 合 は 抗原 1mg を含む 1 ％Evans　blue・

生食溶液1ml を静注し た．30分後に ラ ッ トを 殺 し皮 の

裏面 か ら青色反応を測定し，8 × 8mm 以上を陽性と し

た．同
一

試料 に つ ぎ 3匹 の ラ ッ トを使 い 力価 を測 り，

そ の 幾何平均 を求 め た ．

　 RAST と ELISA ： RAST は Ceska　and 　LundkVist

の 方法
12，に従い 行 っ た．D ．p．抗原 を既鞭 1に従 い シ ア

ン 化臭素で 活性化 し た濾紙に 結合 し，
1251・抗 ヒ ト IgE

抗体は Pharmacia 社 の 製品を使用 し た ，　 ELISA に つ

い て も既報
8｝で 述べ た．つ ま り，各分画 の タ ソ パ ク を活

性濾紙 に 結合 し
， 洗浄処理後患者 プ ール 血清（0．05ml，

1／100希釈）と室温で 3時間反応 した．濾紙 を洗浄後 β
・

D −galactosidase 標 識 抗 ヒ ト lgE 抗 体 （lgE

〔MITSUI 〕， カ イ ノ ス 社）をO．05ml 加 え，室温で
一
晩

放置 した ．洗 浄 後 の 濾 紙 に o ・nitrophenyl 一
β
一D ・

galactoside 溶液 （0．lml）を加え酵素反応を 420nm の

吸光度で 測定 し た ．

　等電点電気泳動 ：Vesterbergの方｝k ’3）tc従 い ，　Am −

pholine ，　pH 　3．5−10 （LKB ） を用 い LKB 　8101型 の 変

法 カ ラ ム （110ml）を使用 し た，泳動は 1℃ で 45時間，

2−3W の 電力 で 行 っ た ．

結　果

　 ヒ ト ア レ ル ゲ ン 分画 の 免疫 ：D ．p、粗 抽 出物 を Se・

phacryl 　S・200 に よ り ゲ ル 濾過 し た 結果 を Fig．1 に 示

す．マ ウ ス IgE誘導抗原の 主成分 DpI は，最初 の ピ ー

ク 分画 1に 存在す る こ と は 既 に述 べ た
8 ），本実験で は

ダニア レ ル ギ
ー

患者 プ ー
ル 血 清 と RAST で 強 く反応

す る 分画 Fr』 B を集 め た．　Fr．　IIBを BALB ／c マ ウ ス

に 免疫 し て得られ た 抗血清の Fr．　IIB （lmg ．　i．v ）に対

す る PCA 力価 は 625倍 で あ っ た．ま た，こ ゐ抗体価 は

熱処理 （56℃， 2時間）に よ っ て 25倍以下 に 減少した．

　既 に 述 べ た よ うに
，
DpI は 分予 量 17万 で あ る が

， 分子

量3．7万 の サ ブ ユ ニ
ッ ト構造を持 つ

s ｝．し た が っ て ， Fr．

IIB に は DpI の サ ブ ユ ニ
ッ トが 含 ま れ る 可 能 性 が あ

り， Fr．　IIBに 対す る IgE 抗体 が Dpl と反応す る か も

しれ な い と考 えられ た．それ を 確認す る た め に
， 抗 IIB

抗体 と Dpl の 交叉反応 を調べ た．つ ま り，D ．p．粗抽出

物 に 対す る マ ウ ス 抗血 清
s ｝と Fr，　IIB に 対す る抗血清

を使 い ，Dpl と Fr，　IIBに対す る 各 々 の PCA 力価を測

定 した．Fig．2 に 示す よ うに ， 抗 II血清は Fr．　IIB に 対

し て 3000倍以上 の 力価を示 した が，DpI に 対 し て は 全

く反応 を検出で き な か っ た．一方，抗粗抽 出物血 清は

DpI に対 し て 3000倍以上 の 力価 を示 した が，　Fr，　IIB に

対 して は 280倍 で あ っ た．こ の 結果か ら， Fr．11Bに は

Dpl の サ ブ ユ ニ
ッ トは 含まれず，抗 IIB血清中 の IgE

24
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　　Fig．1．　Gel−filtration　 of 　crude −extract 　from　D ．p．．

　 on 　a　Sephacryl 　S200 　column ．
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ll4 ご トと マ ウ ス に お け る ダ ニ lgE抗 原 の 差 違

　 　 　 　 　 Anti−CE ・腫B
　 　 　 　 　 AntL ・CE −Dp 　I

　 　 　 　 　 Antl・】【B ．Dpl
　 　 　 　 　 Anti −1：8 −【IB

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 2　 　 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 PCA 　tlter （le
一コ
〕

　 Fig．2，至mmunocross ・reactien 　 between　 Dpl　 and

Fr．　IIB、　Murine 　antisera 　tocru 〔圭e・extract 　ur 　Fr．　IIB

werc 　diluted　and 　inlected　in　the　rac 　skin ．　Dpl　or 　Fr、

IIB （1μ g　each ）were 　cha ］lenge（1主n　the　same 　spot ．

Geometric　 mean 　 of 　PCA 　titer　 from　 three　 experi ・

ments 　was 　shown ．
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　F重g．3．Ge！・且ltratlon　of 　Fr．至IBon 　a　Sephadex　G −

75COlumn 、

抗体 は Fr，　HB に 特有な成分に 向け られ た もの で あ る

こ とが分 っ た．

　Sephadex　G・75に よ る Fr．　HB の ゲ ル 濾 過 ：Fr．　IIB

中 の マ ウ ス IgE誘導抗原と ヒ ト ア レ ル ゲ ン が同
一

の

成 分で ある か ど うか，またそ の 分子量 を推定す る 目的

で ，
』Sephadex　G −75に よ る Fr．　IIBの ゲ ル 濾過 を行 っ

た．Fig、3に 示すよ うに ，ヒ ト ア レ ル ゲ γ 成 分 と マ ウ

ス IgE結合成分は 分雑 されず，2つ の 活性 ピ
ー

ク は 同

じ位置 に 溶 出された ．同
一

カ ラ ム に BSA ，　ovalbumin 、

a ・chymotrypsinogen 　A お よ び cytochrome 　C を か け

た 溶 出位置か ら こ の ピ
ー

ク 成分 の 分 子量 を 推 定す る

と，約 2 万 で あ っ た．

　 ヒ ト ア レ ル ゲ ン と マ ウ ス IgE 抗原 の 等電 点 的 差

違 ：Sephadex　G75 カ ラ ム で 得 られ た Fr，　IIBの 主分

画 （fr．　34−38） を生理食塩水 に 透析 し，そ の4ml （約 3

mg ）を等電点電気泳動 し た．泳動後，集 め た 分画（2ml）

の 280nm 吸光度 と pH を測定 した ．奇 数分画 は 生 理 食

塩 水 に 対 し て 透 析 し，ELISA と PCA に よ り活性 を

測 っ た ．図 4 に 示す よ うに ，ELISA に よ る ヒ トア レ ル

ゲ ソ 活性 は pH 　5．  と6．7を 中心 に 2 つ の 幅広 い ピ ー
ク

を示 し， ヒ ト ア レ ル ゲ ン が 電荷的 に は 均
一で な い こ と
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　 　 　 　 　 　 10　　　　　 30　　　　 50
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fract ：on

　Fig、4．　lsoelectric　 f・ cusing 　 of　 the　 main

components 　from　Fr．IIBseparated　on 　the 　Sepha（］ex

G ．75co ］umn ，

Tablc 　l　PCA 　titer　of　the　most 　p（，sitive

　component 　to　murine 　IgE　after 　abs −

　　　 orpti （，n　 wi しh　patierlt　serurll

PCA 　t孟ter Geometric
　　 meanExp ．1Exp ．2Exp ．3

Abso 由 ed 　with

human 　 serum

Absorbed　 with

h・・ 託 ・e ・  　　1

35

3635 3■

34

3634

．7＝175

3‘ア；175

　Antigen（fr　l70f 　the 　isoelectric　focusing，　O．2ml ）was

incubated　with 　O，1ml 　of　pa
’
tient　serum 　or 　normal 　horse

serum 　at　4℃　Ior）呂hr．　Afer　centrifugation ，　the 　super ・

natant 　 of 　the　 mix ヒure 　 was 　used 　for　PCA 　 reaction ．

を示唆 し た．PCA に よ る マ ウ ス IgE結合活性 は pH

5．0に 鋭 く強 い ピ ー
ク と pH 　5．9に それ よ り も弱 い ピ

ー

ク を示 した．こ れ ら の 結果 は 量的に 主要 な ヒ トア レ ル

ゲ γ と Fr．　IIBの マ ウ ス lgE誘導抗原 が電荷的に は 異

な る成分 で ある こ とを意味する．

　しか し，等電点 （pl）5．0の
一
マ ウ ス IgE抗原 と ヒ トア

レ ル ゲ ン 成分が同
一

の もの か どうか に つ い て は な お疑

問 が 残 っ た ．そ こ で ，pl　5、Oの 成分 （fr，17）を採 り，

その O．2ml　va　D ．p，ア v ル ギ ー患者 プ ール 血清又 は 正常

ウ マ 血清 （G．1ml）を加 え， 4 ℃で 18時間放置後．超遠

心 （20000Xg ，30分）し
， 各上清を得た ．そ の 血清吸収

抗原を使い ，抗 IIB血清 に 対す る PCA 反応を行 っ た．

Table　1に 示す よ うに ，患老 血 清で pl　5． の 成分を 吸

収 し て も，マ ウ ス 亜gE に 対する反応性 に は 変化が な

か っ た．つ ま り ， pl　5．0の 分画 に 含 ま れ る ヒ ト ア レ ル 〆

ソ は マ ウ ス IgE抗原 とは 血 清学的 に は 異 な る もの と

思われ る．
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考　察

阿 部達也他

　 我 々 は先 に ．D．p，虫体粗抽 出物を水酸化 ア ル ミ ニ ウ

　ム と と もに BALBlc マ ウ ス に 免疫 し た 時，分子量 17万

の Dp 【が 強 く マ ウ ス lgE を 誘導 し た が，ヒ ト ァ レ ル ゲ

ソ 成分に 対す る IgE は 検 出で きな か っ た
e｝．太実験 の

目的 は Dpl を含まず。ヒ ト ア レ ル ゲ ン 活性 の 強 い 分画

（Fr．　IIB）を マ ウ ス に 免疫 し て，ヒ トア レ ル ゲ ソ に 対す

る lgE を マ ウ ス に 誘導 で き る か ど うか を 知 る こ とで

あ っ た ．結栗 は Fr．　IIBの 免疫 に よ っ て ヒ ト主要 ア レ

ル ゲ γ に 対す る マ ウ ス IgEは 検出 で きな か っ た．　 Fr．

］IB の 免疫 に よ っ て マ ウ ス に IgE を誘導す る 成分は ヒ

　5 ア レ ル ゲ γ と は 分子 量的 に は 近い が（約 2 万），電荷

的 に は 異 な る成分で あ っ た．し か も，そ の 成分 は Dpl

とは 全 く交叉反応 し ない 新た な成分 で あ っ た．な お ，
マ ウ ス 抗 盧 溶 の PCA 力価は 熱処理 に よ りほ ほ 清失す

る こ と か ら，本実験 で の PCA 反応 は IgE に よ る もの

と考え られ る．

　 Fr、　IIB は ヒ ト ア レ ル ゲ ソ 活性の 強 い 分画 で あ る．そ

の 免疫 に よ り ヒ F ア trル ゲ ソ と は異なるが，あ る 成分

に 対 して 十分 t：　lgE抗体を マ ウ X に 誘導 で ぎた ．し た

が っ て 、ヒ ト ア レ ル ゲ ン に 対す る IgEを マ ウ ス で 検 出

で ぎな か っ た理 由 と して，その 含量 が 不 足 し て い た 可

能性 は 薄く な る．

　粗抽出物 の 免疫 の 場合に は ，ダ ニ の 構造 タ ソ パ ク な

どに対 して マ ウ ス IgE が強 く誘導 され，ヒ トが主 と し

て 感作 さ れ て い る と思 わ れ る ダ ニ 排泄物
le）な どに 対 し

て は マ ウ ス の 応答が そ の 低濃度の 故 に 低 か っ た 可能性

も考えられた．しか し， ヒ ト ア レ ル ゲ ン 活性 の 強 い 分

画 の 免疫 に よ っ て もな お ヒ ト ア レ ル ゲ ソ 成分に 対する

マ ウ ス IgE を検 出 で きなか っ た こ と か ら，
ヒ トア V ル

ゲ ン と マ ウ ス 1gE 抗原 が 異 な る 理 由は ，（1） ア ジ ュ バ

ン ト効果を含め た感作方法 の 違 い ，（2）遺伝的差違 の

2 つ が 有力 に 残 され る．つ まり，
ヒ トア レ ル ゲ ソ 成分

が水酸 化 ア ル ミ ＝ ウ ム と と もに マ ウ ス 腹腔 に 注射 され

て も， マ ウ ス は何 らか の 理 由に よ り， ヒ ト ア レ ル ゲ ン

に対し て IgEを強 く産生せ ず，ほ か の 成 分 に 対 し て

IgEを産生す る，そ れ が遺伝的 に決定さ れ た もの か
，

ヒ

トに お け る 吸入感作 の よ うに 抗原 が 気道粘膜を通過す

る こ と が重要なの か
， あ る い は 免疫時 の ア ジ ュ パ γ ト

効果 に よ る もの な の か，現時点 で は 不 明 で あ り残 され

た 課題で あ る．

　D，p，粗抽出物を Freund’s 完全 ア tt　・・パ ソ ト と と も

に ウ サ ギ に 免疫する と，IgE誘導の 場 合 よ りも多くの

ll5

成分に 対 して 【gG 抗体が産生 され る
B）． こ の ウ サ ギ 抗

体に は ヒ ト ア レ ル ゲ ン に 対する抗体 も含まれる （未発

表 ），し た が っ て
，

ア ジ ュ パ ン ト効果 は ヒ トと マ ウ ス で

の IgE抗原 の 差違 に 重要か もしれな い ，い ずれ に し て

も，本実験 で は ダ ニの ヒ ト ア レ ル ダ ン に富む分画 の 免

疫 に ょ り主 要 ア レ ル ゲ ソ に 対す る マ ウ ス 1gE を 検出

で きなか っ た． こ れ は ．複数抗原 の 混合物に よ る免疫

で マ ウ ス lgE の モ デ ル 実験を 行 う際 に は 十 分留意が

必要 で ある こ と を示唆 して い る，

結　 語

　D．p ．の 虫 体粗抽出物か ら Sephacryl　S−200に よ る ゲ

ル 濾過で，ダ ニ ア レ ル ギ ー
患者 IgEと結合する主分画

（Fr．　IIB）を得 た．　 Fr．　IIB を 水酸化 ア ル ミ ニ ウ ム とと

もに BALB ／c マ ウ ス に腹腔注射 し IgE 抗体 を誘導 し

た ．

　マ ウ x 　Vt　lgE を誘導 す る 成分は ヒ ト主要 ア レ ル tr
”

ン と は 分 子量 は 似 て い た が
， 電荷的に は 異 な っ て い た ．

つ ま り，Fr．　IIBの 免疫 に よ っ て マ ウ ス に ヒ ト主要 ア レ

ル ゲ γ に 対す る IgE 抗体を 誘導で きな か っ た．

　ダ ニ 抗原 の よ うに 複数抗原 の 混 合物 に よ っ て マ ウ ス

を免疫 し た 時 に は，マ ウ ス ；＝　lgE を誘導す る成分と ヒ

F に お け る ア レ ル ゲ ン が 必ず し も同一
成分で は な い こ

と を考慮す る必 要があ る．

　稿 を終 る に あ た り，
ダ ニ を 培養 して 下 さ っ た 長嶺祐 予 氏，

下 村　浩氏，お よ び酵素標 識抗 IgE 抗体 を提供 して 下 さ っ

た 九 州 カ イ ノ ス 社 に 深 謝致 し ます．
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               DIFFERENCE  BETWEEN  MITE  ANTIGENS  a)ERMATOPHAGOIDES
                       P71ERONYSSiNus7  BOUND  TO  IgE OF  ALLERGIC

                           PATtENTS  AND  THOSE  BOUND  TO  IgE

                                    OF  IMMUNIZED  MICE

                                   
'I'atsuya

 Abe and  Akira lshi{

                          Depa rtment of RcirusitolQgyz MtLvazaki Medicat Coitage

   The posibility of producing murine  IgE with  allevgens  of  DermatePhagoides Pte,nayssinus (D.p.) was  studied.  The

fractlon rnost  reactive  to a  peoled serum  fromeight rnite-allergic  patients (Fr.IIB) was  collected  from D,p. body£ xtract

by gel-filtration on  a Sephacryl S-20e column  and  injected to produee  IgE afitiboc[y  into BALBIc mice  with  aluminum

hydroxide, The lgE-binding act{vities  of components  in Fr,IIB -'ere  measured  by ELISA  and  PCA  for humap  
and

rnurine  se:a, respectlvery.  Sephadex  G-75 column  chromatography  and  isoelectric focuslng were  used  to detect

differences between  the  components  bound to hunian and  to murine  IgE antibodies.  The  components  producing the

murine  IgE were  isoelectri caliy  and  serologicallydifferent  from the allergens  which  were  bonnd  to human  lgE. In spite

of the fact that the fractien injected into the mice  was  allergentich,  no  murine  IgE antibody  against  the allergens  -'as

detected in the semm.
s.l,r･il-･t/''F,'i,ii.ltt::t'
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